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ソ嬢の重要金属鉱床

〔1〕一②

2.ウラル(第2鉄鋼センタｰ)地方

ウラルには多数の鉄鉱床カ三ありスフェルド回フスク

チェリャビンスクマグニットゴルスクニｰジェニｰ

･タキｰノレに製鉄所が設けられている.以下代表的

な鉱床の数例について述べることにする.

(1)クシンスキｰ

鉱床は南ウラルのスラトウストの北約18kmの地点に

位置する.この地方は角閃岩化した斑蛎岩の小岩体

が幅平均1kmでもって子午線方向に数km延びており

その東側は先カンブリア系の花開片麻岩に接し西側は

古生層の石灰岩に接している.鉱体鮮は斑板岩中にあ

り鉱染状または脈状鉱体を形成するが後者は衝上性

の断層に関係し経済的に重要恋価値をもっている.

この脈状鉱体は3本の平行な走りを示し45｡の角度

で南東に傾斜する.西側の2本の鉱脈はそれぞれ2.5

kmの間追跡され東側の鉱脈は途切れながら約1km

連続する.これらの鉱脈の幅は比較的小さく1mから

10mまで膨縮を示し地下800mまで鉱脈が延びている.

第3表ソ連ウラル地方の鉄鉱床の鉱量と品位(単位100万トン)

竹田英夫

鉱体の周辺の母岩中には緑泥石と柘榴石が晶出する.

鉱石は磁鉄鉱とチタン鉄鉱(両者の比率は614～7:3)

のほか斑銅鉱黄銅鉱黄鉄鉱赤鉄鉱ときにクロ

ム鉄鉱を伴い脈石鉱物として輝石緑泥石燐灰石な

どがみられる.磁鉄鉱は良好な結晶が発達することが

多くそれより若干遅れてチタン鉄鉱が晶出するが一

部では両者が離溶組織を形成するものもみられる.

鉱石の品位はFe50～57%Ti0.10～20%Cr20語1～2

%S0.12%でVの含有率が比較的高く一部には

クルソナイトFe(FeV)｡04が存在すると考えられる.

クシンスキｰ鉱山の鉱石は粉砕後磁選し磁鉄鉱とチ

タン鉄鉱に選別され磁鉄精鉱はおもにバナジウム鋼の

原料として利用される.

鉱床の成因としては一種の岩漿分化鉱床で斑板岩の

晶出過程の最終時期にFeTiVに當む鉱漿が生成さ

れたと考えられている吉へ一ク(A且n5･x,1936)は脈

状鉱体の形成は斑板岩の再結晶の過程で岩体内部の動力

作用により含チタン鉄鉱鉱漿がしぼり出されて断層中

に胚胎したと解釈している.この種の鉱床は北ウラノレ

のジュネシュキム･カｰムヌィから南ウラルのスラトウ

スト市にわたる間のウラルの東斜面に分布する塩基性～
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第15図ソ連ウラル地ブフ鉄鉱床分亦図�
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超塩基性岩体中にいくつか存在するカミボノレコフスキｰ

鉱床では鍋硫化物が非常に多く含まれ斑銅鉱～黄銅鉱

の離溶組織が発達しFe-Cu-Vが鉱業的価値をもつ

といわれている.

(2)ブラゴダｰチI｣｣

鉱床は北ウラルのクｰシュヴァ市川ヒ東狐漱に位置

柾とに対して東に25｡の傾斜を示している.灘!灘

けたケラトファイヤｰ凝灰岩粘板岩と互層している.

台長石磁鉄鉱は黒地の磁鉄鉱中にばら色の長石カ撒点

するため《あばた鉱》と呼ばれ閃長勤岩の岩株や岩

脈と密接に伴い一部では閃長勘岩に移化する.

板状鉱体の鉱石は柘榴石緑簾石磁鉄鉱を主とし

少量の桂看緑泥石曹長石赤鉄鉱裁鉄鉱ときに黄

銅鉱と閃亜鉛鉱を伴っている｡

錦16図クシンスキｰ含

鳩ン磁鉄鉱床付近州

王.斜･長･拙2.含チタ

ン磁鉄鉱鉱脈3.含チ

タン磁鉄鉱鉱染鉱(Fe>

エ5%)4.含チタン磁鉄

鉱鉱染鉱(Feく15%)

5.斑栃挑質角閃耕6.

･長夜質脅閃拾7.角閃

萎拾(奨石を含まず)8.

石英角閃岩(長石を含ま

ず)9.石灰瑞101柘.

榴石片麻拷111徴ペグ

マタイト12.構造線

13.既採掘部

第1γ図クシンスキｰ鉱廉付近の地質断蘭図

1.塊状含チタン磁鉄鉱2.鉱拠状鉱(Fe20～25%)

3.含チタ､ン磁鉄鉱び)稼行部

4.母岩(斑板岩質角閃岩)5.不灰班6.断屈

↓第19図ブラゴダｰチ鉄鉱床の地質断面図

1.胞質岩類2.普通煙石劫借3.助瑞と負礫状

鰯緑堵4.輝線措質凝灰耕5､凝灰姶含柱石持

6.正長斑岩質凝灰措7.結晶質石灰姓8.閃長

姶と徴閃長･岩9.閃長･堵スカルン10.･柱不

一柘榴荷輝石一柱石スカル:ノ11.柘禰石･柘榴石一

線籏石スカルン12.含磁鉄鉱スカルン13･磁鉄鉱

鉱石14.あばた鉱15.構造線

第18図ブラゴグｰチ鉄鉱床1寸近の地質鰯

1:鰯鶴鱗雛麟勘義質灘螢石筆耕助義質綴鰯耕､､道･凝鰭響灘伴鱗灘麟

8.荘長斑岩質凝灰蛤O.結品質1石灰拷10.閃長岩と微閃長岩11閃長岩質ペグマタイト

12.斜長幼若13.暁有柱右一柘榴石輝周一柱石微閃長岩14.柘柚石柘襯石一緑簾石スカルン

15.含磁鉄鉱スカルン16,磁鉄鉱17.あばた鉱18.マルタイト鉱19.断層粘土�
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陣グ皿:ソヨ､ナｰヤ{鍛紘嫌鉱孫夢)難み込み

《あばた鉱》はおもに磁鉄鉱と正長石から扱1)輝石

柱石一曹達柱石黄鉄鉱を伴う吉磁鉄鉱は正長石を交

代して発達し正長着の残りが磁鉄鉱鉱石中に含凄れて

いる｡これらの2種類の鉱石の縞位はFe25～63%間

を上下するため1等鉱(Fe>50努)2等鉱(Fe40～50

%)3讐鉱(昨25～40%)に分けられているが《あば

た鉱》は3讐鉱に属するものが多い.このほか鉱体の

露頭の分解によって生じた礫状鉱カミみられマノレタイト

化した酸化鉱を産するカミこれはS品位も低く貴重な高

品位鉄鉱となっている.

本鉱山の鉱石は一般に黄鉄鉱を伴うためSはしばし

ば1%を越すことがあるがPは低く0.01～0.15%程度

でときにCuを含むことがある(Cu<O.8%).また

鉱床は後期の断層運動によ1り北酉部が南東部に比べて平

均140m前後上昇している.ブラゴダｰチ鉱床の成因

は中部デボン紀の石灰岩のスカノレン化と同時期に形成さ

れた接触交代鉱床一と考えられており《あばた鉱》は同

一鉱化作用により閃長銑岩を交代したものとされている.

1735年以来現在まで稼行されてきたが現在も鉱量は莫

大である.

灘醗燃',一､ヨ涛1

邊叢幾､1･血㌔

辮灘董一難1輸

職一鱗繍覇市噌搬俳轟簑

獅O図マダニットナｰヤ鉄鉱床付`近の地質図

11鱗艦墨織オ鱗箸糠灘骸

燕斑堵ケフトファイアｰ微花筒岩13.ホルンフェルス1里.アクチ

ャ･イド15.変質助岩16.柘榴石スカルン17.マルタイト鉱石

至蓬｡磁鉄鉱鉱石19.洪積層20.構造線

(3)マダニットナｰヤ山

南ウラルに位置しこの鉱床の採掘と精錬によってマ

ダニットゴルスク市が誕生し発展した.

マダニットナｰヤ山付近はデボン紀と下部石炭紀の凝

灰岩堆積砦石灰岩玉髄質石英岩からなり2つの

向斜軸を中心にこれらは摺曲している.これらの地層

を貫いてパ川スカン造山運動に伴う花嵐岩閃長岩

花嵩閃緑岩閃緑岩などが貫入している.プグニット

ナｰヤ山の夏つの山頂にアタｰチ山があるカミここでは

花開岩類の接触作用により紅柱石珪線石基青石を含

むアタチヤイトが発達しこのアタチヤイトは鉱床の下

盤に広く分布する｡また厚さ100～200㎜の石灰岩は柘

榴石一輝有縁簾石一柘榴有雲母一柘榴石などのスカ

ルン鉱物に変わりこれらのス勿ルン鉱物と共に鉱体がレ

ンズ状板状塊状などの種冷の形態を示して存在する由

主要鉱体としては繭側ではアタｰチウジャｰンキ

第21図マダニットナヤI⊥1鉄鉱床の地

質断面図

イァｰ10アタラ箏

峨燭�
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繁22図ハカリスキｰ蝕康澱繊鋤総繋鰯

1.司四把唱

望･{■〕』げ〃､一柳唖冊出,鐘曹1

5.'ガ皿芦}'十一邊.I呈t,.

拮.一脳〃』1ぴ曲司撒舳

7｡他貫一冊固榊旺咄

畠､1咀舳'よ旺仙症旧榊舳

9･榊舳.剖鮒冊仙舳

1血冊田刎1暁胴帖腫冊

1王､砂榊砧萌喧亘帖蜘'1

111簑篶111燃w“岬廿㍉舳榊

芸1雛舵

I一.北1111･醐i

嚢綴嚢

織鰯磯議

団1皿･㎜･目11留11図11

跡囮1m囲11回11囚"

目1囮1囲1目11回11凹伽

存在し高さ10m幅60～70m延長3000mの露天階段

掘りカミ実施されている.鉱石は磁鉄鉱珪酸塩スカル

ンおよび少量の黄鉄鉱赤鉄鉱まれに黄銅鉱閃亜鉛

鉱方鉛鉱硫砒鉄鉱を伴っている.地表から逸O～50

mの深さまでは酸化帯が発達してマノレタイトが晶出する

が硫化鉱物は溶出して存在したい.鉱石の品位は粗

鉱中でFe25～67%の間変化しSは磁鉄鉱中で2～

3%マノレタイト鉱中でO.1%以下でありPはO.01～

O.07%である.したがって鉱石は1等鉱(Fe>52%)

2等鉱(Fe25～52%)に分けられこのほかマルタイト

鉱は別に扱われている.

ザヴァリッキｰ(A.H.3aBapH岨械1927)は閃緑岩と

諭岩の岩脈がスカノレン化され半花筒岩の岩脈がスカル

ンを切ることから花開岩類の岩漿分化の相当進んだ時

期の岩脈の活動とスカルン形成がほぼ同時期であり鉄

のハロゲン化合物が岩漿溜りからもたらされて接触交

代鉱床を形成したと述べている.本鉱床は接触交代鉱

床中世界最大のものである.

第23図ハカリスキｰ鉄鉱床地域の地質断面図

1.第四紀層2.ジカルギンスキｰ層(珪岩一珪質砂為)3.フランジピ

ンスキｰ園の千枚岩4.石灰質粘板岩(上部ハカリスキｰ層の下部)

5.中部ハカリスキｰ層6.粘板岩と苦灰岩(下部ハカリスキｰ層の上部)

7.苦灰岩(下部ハカリスキｰ層)8.イルクスカンスキｰ層の粘板岩と千

枚岩9.輝緑岩とその変質岩10､菱鉄鉱鉱体11.酸化鉱

12菱鉄鉱と珪岩の尭礫層

(4)ハカリスキｰ

南ウラルのスラトウスト市の南西65kmに位置する.

この付近はカンブリア紀の珪岩粘板岩石灰岩苦灰

岩から在り輝緑岩の岩脈によって貫かれている.地

質構造は北東方向の摺曲軸カミ存在しこれらの軸は南西

方向に沈んでいる.鉱体は炭酸塩鉱物を主とする石灰

岩苦灰岩中に板状または層状を呈して胚胎されるが

これらの鉱化作用は断層に規制されており一部の鉱体

は子午線方向の断層に沿って連続し鉱体中に母岩を礫

状にとりこんでいる.一般に脈状鉱体が多いが断層

に規制されるため複雑化し一部では塊状鉱体もみられ

る.

鉱化作用は苦灰岩化した石灰岩中の上部層に集中する

淋一部下部層にも及び輝緑岩の員1人より後期に生成

したものと考えられまた中温熱水鉱床に特長的な絹雲

母作用緑泥石化作用を伴っている.鉱体の規模は走

向に沿って100mから1800mまで連続し傾斜延長は400

m鑓幅は3～5mから最大75mに達するところがあり

平均して20～40mの範囲のものが多い.地下100mの

深さまでは褐鉄鉱と含水赤鉄鉱から柾りその下部は菱

鉄鉱を主とした鉱石がみられ石英黄銅鉱方鉛鉱

ク串嵐ツ1㌔ゴ冷…,タ主蝉鐘宍饒〆淳ナ

マク黒ツトゴル派タ鱗鍛所内部�
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重晶石鏡鉄鉱を伴ってv･る.菱鉄鉱からなる鉱石は

苦灰岩苦灰岩化した石灰岩に徐々に移化する､酸化

鉱は品位がFe30～60%で数%のMnを含みSとP

は著しく少ない.一方菱鉄鉱からなる鉱石はFe33～

35%(平均)PO.05～0.1%S0.2～1.7%Mn1～3

%である.鉱業的には酸化鉱が重要であり採掘量の

3/4を占めているが鉱量としては菱鉄鉱を主とする鉱

石がはるかに多い.この種の鉱床については中温の熱

水溶液が断層に沿って上昇した裂鐘充填鉱床であるとす

る考え方ともともと菱鉄鉱を主とする堆積鉱床カミ変成

作用によって一部移動したため生じた鉱床であるとする

解釈とカミある.

ハカリスキｰ地帯の鉱床は大規模であり最近も続々

と菱鉄鉱鉱石が探査されて開発の途上にあり全体の埋

蔵鉱量は10億トンと算定されている.

(5)エリザベチンスキｰ

スプエルドロフスク市の南12kmに位置し鉱床は

NiCoCrを含む褐鉄鉱を主とする.

この地域は塩基性～超塩基性岩類が分布しツンかん

らん岩を中心として輝岩斑蛎岩が取り巻くように発達

する.鉱床はウクツｰスキｰ山のツンかんらん岩体の

中央部にあり3つの主要鉱体が広範囲に分布する.こ

れらの形態は層状でツンかんらん岩の凹凸に富む表面

にあり厚さはO.5倣から30測巌で変化する.

この層序は次に示す&おりである｡

繋榊

燃一難榊==榊誼織榊徽姜萎

㌮

�

厚養工腕以下の淋積層と洪積層

鉱床精粉鉱護花は織猪な珪化鉱を伴う黄土層(綴さO.5～

30臓)

ツンかんらん岩が崩壊し炭酸化とノントロナイト化した帯

(厚さ4m以下)

蛇紋岩化したツンかんらん岩

粉状鉱は針鉄鉱と含水針鉄鉱を主としかんらん石と

蛇紋石の仮像を形成することが多い.少量の2酸化マ

ンガン磁鉄鉱クロｰム尖晶石コバルト土石英

炭酸塩鉱物を伴う.

本鉱床はジュラ紀にツンかんらん石が風化して形成さ

れたラテライトの残留鉱床である.

(6)アラバエフスキｰ

スフェルドロフスク市の北東180kmの北ウラルに位置

する.この地域は下部石炭紀の石灰岩と中生代および

新生代の頁岩砂岩等により構成される.基盤の石灰

岩の表面は侵蝕のため凹凸が著しくこの不整合面の上

部に粘土層および《白石層》と呼ばれる白色石英の礫層

が存在する.鉱床の層準は《白石層》の下部にあり

鉱床は子午線方向に約30km連続し層状または塊状を

呈する鉱体からなる.最大の規模をもつ鉱体は走向方

向に1.5～2km追跡されその厚さは平均8～10mで最大

40mに達する.鉱体の下盤の粘土層および石灰岩中に

も鉱化作用がおよび小規模のレンズや細脈がみられる.

鉱石は径カ激｡m～O.5mの団塊状褐鉄鉱と球状菱鉄鉱

が土状の緑泥石化された粘土に充填されておりその品

位は跳3婁～塊%S<O､⑪脇習⑪､03～O.0晩M∬

榊/襲轟･嚢舳.

､妻

アバ

カン鉄山の選鉱場(写真はソ連大便館提供)�
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0.1～0.3%Si0210～25%である.

鉱床の成因については地下水の活動に伴った一種の湊

透性鉱床であると解釈されているが一部では菱鉄鉱は

もともと堆積性のものと考えられている山

3.西部シベリア(第3鉄鋼センタｰ)地方

この地方はオビ川とエニセｰ川の源流に近いアルタイ

高地の北方にあり一部の鉱床一チェリベステミｰ

ノレ･タウアバカンｰは古くから知られておりごの

ほか最近大規模の鉱床がいくつか発見されてきている.

この付近の地質は摺曲したカンブリア紀の石灰岩と上部

シノレリア紀の砂岩頁岩が基盤と狂りこれらは下部デボ

ン紀の火山岩類と泥灰岩によっておおわれている封さ

らに中部デボン紀に活動したアダメロ岩と閃緑岩が貫入

しておりこれらの接触帯にスカルン鉱床が形成されて

いる.チェリベスタシ皿タゴｰルおよびアバカン等

の鉱床灘は貫入岩類と変質火山岩および泥灰岩の接触

帯に胚胎するが一部の鉱床はアダメロ岩と曹長粉岩中

にも存在する.

鉱床群は鉱化作用よ夢早期に形成された断層に沿って

胚胎し鉱床周辺には緑簾石スカルンが発達しており

鉱体は網状レンズ状脈状等の種女の形態を示し走

向および傾斜延長カミ数100揃で厚さ10～30㎜のものが多

｡背ず

邊げ｡

σ

�

㌔

バ外

篇4淡ソ連シベリア地〃の鉄鉱床の鉱撞と品質(鉱量:100ノゴトン)
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い.鉱石は磁鉄鉱を主とし赤鉄鉱含コバルト黄鉄

鉱ときに磁硫鉄鉱硫砒鉄鉱紅砒ニッケノレ鉱閃亜

鉛鉱黄銅鉱を伴い脈石鉱物はおもに負閃石緑簾石

緑泥岩からなり柘榴石石英燐灰石方解石を伴っ

ている.鉱石の品位はFe30～65%S<2～3%酸

化帯の鉱石ではS<0.05～0.1%P<0.09%である.

この地方の鉱床灘は接触交代鉱床から熱水鉱床に移化

する傾向がみられ鉱量は相当量存在する.

4.東部シベリア(第3鉄鋼センタｰ)地方

西部シベリア地方に隣接してエニセｰ河の上流アンガ

ラ河流域に二一シェネ･アンガラズキｰとアンガロ･イ

リムスキｰの鉱が床群存在する.

(1)二一シェネ･アンガルスキｰ

アンガラ河下流のエニセｰ河分流点近くに位置する.

鵠醸瞭葦1鰯灘醸醸騒灘匿搬婁

第26図ゴｰ

.汐ナヤ･ショ

ｰリヤ付近の

鉄鉱床分布図

嬢羅=一

策27図テミｰル･タウ鉄鉱床付近の地質図

1.チェリベス貫入岩類2.石灰岩(カンブリア紀)

3.アダメロ岩質勤砦41スカルン5.鉱体

勿身ガ〃θ'2"3""〃

融

搬嬢繁1瞬鰯葦一関嚢

･鶏竜華一韓

,蒸熱

瞳蚊

第28図テミｰル･タウ鉄鉱床断面図

1.石灰岩(カンブリア紀)2.アダメ回岩3.閑緑岩4.貧鉱スカル

ン(Fe〈20%)5.鉱石スカルン(Fe20～27%)6.鉱体7.採掘部

第29図アバカン鉄鉱床付近の地質図

1.鉱体2.肩灰岩3.集塊岩4.砂恭および千枚岩

5.ケラトファイヤｰとその凝灰岩6.下部層と上部層との境界

第30図アバカン鉄鉱床の地質断面図

1.洪積層2.鉱体(磁鉄鉱)3.鉱石スカルン4.不毛スカルン

5.砂岩および千枚岩6.集塊岩7.石灰潜

8.ケラトフアイヤ1とその凝灰堵�
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策31図二一ジュネ･アンガルスキｰ鉄鉱床地域の地質図

1.ロｰム層2.泥灰砦質石灰岩3.泥灰岩質粘板岩

4.玉髄質粘板岩5.砂質精板岩6､鉱層

7.泥質石灰岩8.玉髄質粘板岩9.緑泥質シルト砦

i0･黄鉄鉱を伴う黒色粘板岩11.無層理の黒色石灰岩

12.断層13.推定断層

この付近は上部原生代の頁岩と炭酸塩岩類からなりそ

の中に鉱石の小礫から在る礫岩含鉄砂岩シノレト岩と

泥岩の互層からなる下部アンガノレスキｰ層が含まれてい

る.鉱石を伴う礫岩層はミ鉱層"と呼ばれ厚さが70

～100mあり下盤の粘板岩と漸移するが一部では不

整含関係にありこの礫岩層の一部が鉄鉱床を形成して

いる.二一ジ鉱ネ1アンガルスキｰでは魯鉱層汐がゆ

るい向斜構造を形成して北酉方向に突出して細り南西

部では断裂摺胸を受けている.また走向延長ユ脈㎜以

上におよび落差が300㎜の断層のため地表で鉱床露

頭が重複して存在する.込鉱層ガ中ざらば6つの小鉱

層に分かれその中4つは礫層と残りのsつば頁岩

砂岩と互層している.小鉱層は一般に摩さが3～5m

の鉱石からなる襟層でその中原さ2脈に達するものも

ある.冬鉱層牽申下部の小鉱層は走向方向に約遂㎞連

続するが上部のものは下部のものよりも早く尖滅する｡

鉱石は円礫と角礫の2種類に分けられる.､円礫は赤鉄

鉱含水赤鉄鉱鉄線泥石から柾りそれらの基地は粘

土または砂によって固結されておりしばしば塊状グ)赤

鉄鉱の小レンズ状鉱石も存在する.

一方角礫は緑泥質角礫と赤鏡鉱一菱鉄鉱負礫がみられ

石英を伴う菱鉄鉱質の基地によって充填されておりこ

第32図アンガロ･イリムろキｰ鉄鉱床地域の地質図

I贋出碧類皿ツンフスキｰ層1皿.ケジェムスキｰ層(S一)

1V:ブラッキｰ層そS1)Y.スムルイスキｰ層(S1)

VLウｰスチ･クツッキｰ層(Sl)

㎜･上部カンブリア層佃.即部カンブリア層

鉱床1.エルマコフスヨエ2.ド回ノフスコエ

3･クラｰスノヤルスコエ4.ケジェムスコエ

5.セグノフス:1工6.シエスタコフスコエ

7.コルシュノフスコエ8.カスカノフスコエ

9.ガレラヤ･ソプカ10､ルｰドノゴルスコエ

11.トウヒンスコエ

れらの鉱石鉱物としては含水赤鉄鉱赤鉄鉱菱鉄鉱お

よび少量の磁鉄鉱針鉄鉱黄鉄鉱硬マンガン鉱ブ

ラウン鉱まれに黄銅鉱が存在し鉄線泥石石英硬

緑泥石たどを伴っている.円礫では赤鉄鉱一含水赤鉄

鉱鉱石がもっとも品位が高く全体の68%を占め角礫

では菱鉄鉱に當むものが良好である.鉱石の平均品位

はFe40～50%程度でSとPは微量であり鉱量は莫

大である｡

鉱床は究カンブリア紀のものであるにかかわらず不

変成の沈澱鉱床虹属しその成因としては海岸線に近い

浅い海底紀不明瞭な属理をもつ水酸化鉄が沈澱した後

海底の変化と潮流によってこれらの鉄鉱層は洗い流され

て再沈澱しこのとき生じた礫層は続成作用によって脱

水作用を受け針鉄鉱含水赤鉄鉱赤鉄鉱を生じたと

考えられる､無鉱層滑はしたカ薫って層序的に一定の層

準を保ち南西から北東方向に向ってその厚さは減少し

砂岩と頁岩の互層に移化する傾向がみられるが襟層が

北45螂西方向に並ぶことから当時の海岸線が現在の

冬鉱層"の南西にあったことを物語っている.

(2)アンガロ･イリムスキｰ

この地域の鉱床群はアンガラ河とその支流のイリｰム�
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河に沿って分布する1この付近一帯は第5表中央アジア地方の鉄鉱床の鉱最と,鴉,位(単位:100万トン)

イリｰム河に沿って下部の石灰岩と苦灰

岩が発達しその上部の砂岩頁岩苦灰

岩がアンガラ河流城に分布するがこれ

らはいずれも下部〆ルリア紀に属する､

これらの岩層はゆるい橿曲構造を形成し

二畳紀～石炭紀の炭層を含む砂岩粘板

岩(ツングスキｰ層)におおわれており

また斑板岩と輝緑岩の貫入および澄流を

伴っている｡鉱化作用はこれらの貫

入岩類と密接松関係を示し鉱体は貫入

岩体中または一部下部シルリア紀の地層

およびツングスキｰ層中に胚胎されてい

る.一般に典型的な鉱脈を形成しし

ばしぱ分岐脈がみられる.鉱脈は北酉

方向に数100mから2～3kmまで連続

し鑓幅は数｡mから5～6mのものが多

いカミときに20～30mに達する部分もあ

り地下に500m前後続き鉱脈の傾斜

は55γ80｡である･鉱脈中にはしばしば櫛状構造が発

達し晶洞を伴うことが多くときに網状脈のみられるこ

とがある､

鉱石は磁鉄鉱を主とし(90～95%)少量の赤鉄鉱黄

鉄鉱黄銅鉱を伴い脈石鉱物として方解二石緑泥石

石英燐灰石が存在する.磁鉄鉱は鯛状を呈するもの

が多くまたMgを含むマグネシオフェライトカミ存在す

ることもこの付近の鉱脈の特長である.

鉱体周辺は厚さ40m以下の鉱染帯をしばしば伴い変

質作用もが在り著しく炭酸塩岩類には柘榴石透輝石

鉱床払��肋泣��鉱虻��1955牢に

�鉱イ{の種類�(%)����おける掠

���}十糾C�A+B�C｡�掘還

カザックスタン婦咽�鉄鉱�一�鋤碗.4�29裂?.3�6259,6�0.24

�鉄独沿�■�127,9�33-8�ユ2フ.0�■

西カラシャｰル�磁鉄鉱と赤鉄鉱�55.1�230.5�亘婁竈.3�34,3�一

ケｰ二･チュｰぺ･トガン������

スキｰグルｰプ�磁鉄鉱�鮎.2-62�塞董､3�10.0�1,5�一

アヤツキｰ鉄鉱地帯�㈱鉄鉱�37.1�i7流.4�1007.1�5188.1�一

リサコフスコェ�砧�36.婁�婁削1.5�932.O�一�■

:コスイレフスコ土�磁鉄鉱�燃,養�蔓､3�2.3�一�0.24

クルシュンクｰルスコエ�巾�毫§.5�55.2�17.6�7,3�一

ソコロフスコエ�与�47.至�3馴.6�158.7�90.0�■

サルパイスコェ�"�45.6�597.2�291.4�■�一

カテ寸ルスコエ�与�45-50�45915�162.2�■�一

ジュトゥイカリンスカヤグルｰブ�磁鉄鍬と叩ルタ4ト�36.i�22.0�14.8�1.4�■

フリアラリスカヤグルｰプ�欄鉄鉱�35-41�686.6�199.7�726.6�一

コｰク･ブｰラク�"�39,3�548､裏�163.コ�719.6�■

タｰルトウイ･エスペ�ケ�35.3�10C.8�20.O�4.3�一

クタン･ブｰラク�申�36.8�27.7�1616�■�一

アパイル�申�37-48�20.3�8.2�7.9�■

中央アジア地方のその他の鉱床�鉄鉱�一�0.8�一�1.9�一

策33図ルｰドノドゴルズニエ鉄鉱床の地質図

1.沖鎖鰯および洪積層2.イリｰム河の古期縦巌段丘

3.薔灰岩質泥灰岩4.苦灰堵5.泥灰岩6.珪質砂塔

7･凝灰岩8.噴出岩類9.スカルン10.塊状磁鉄鉱

11.砿竣および角礫状鉱12.断層

珪灰石等のスカルン鉱物が晶出する.

鉱肩の品位は比較的高く塊状鉱でFe48～60%S

0.02～O.48%P0.1%であるカミ部分的に燐灰石を伴

うところではP0.8～1%である.鉱染状鉱はFe27

～36%であるが選鉱しやすい.鉱床はコルシュノフ

スキｰノレｰトノゴルスキｰクラスノヤルスキｰ等が

あるがこれらの鉱床騨は高温浅成の熱水鉱床と考えら

れている.

(筆者は鉱床部)

第艶図ルｰドノドゴルスロェ鉄鉱床の断面図

L寵質泥灰岩2.珪質砂岩3.贋山岩類4.スカルン

5.塊状磁鉄鉱6.鉱染状鉱7.角礫状鉱8.断層�


